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　リレー随想への寄稿依頼が私のところに回ってきたが、さて、他の会員の皆様を差し置いて投稿し

て良いものか悩み、いざ決心して書こうと思ったが、何を書こうかまた悩み。そうこうしているうち

に原稿の締切りが迫ってきた。結局、自分の趣味について書くに至った。私が唯一趣味と言えるのは、

今から約30年前、会社から北海道大学へ研究員として赴いた札幌在住時に覚えた釣りである。出不

精だった私に、せっかく北海道に来たのだからいろんなところに行ってみたいと家内が釣竿を買っ

てくれて(なぜ釣竿を買うことになったかは忘れてしまったが)、まず小樽へ釣りに行った。福島県郡

山育ちの私にとっては始めての海釣りであったが、その時にたまたまイワシが大漁に釣れたのが

きっかけとなり、私も家内もどっぷりと海釣りにはまってしまった。“北海道のつり”という月刊誌を

購入して、その情報をもとに家内と毎週のように釣りに出かけた。石狩、小樽、留萌、積丹、寿都、室蘭、

苫小牧、浦河、様似・・・。あの頃君は若かったではないが、今思えば体力があった。大学の研究室での仕

事が終わった土曜の夜中に出かける。夜中から朝マズメまで釣りをして、昼過ぎに家に帰ってくる。

また、家内が勤務していた薬局の同僚の方のお父さんが釣り好きで、その方の紹介で小樽の釣り同好

会(おじいさんばかりの会でした)に入会させていただき、毎月釣り船にも乗った。兎に角、北海道は

魚の宝庫である。自分が釣った魚だけでも、カレイ、アブラコ（アイナメ）、ガヤ（メバル）、ソイ、イワ

シ、カンカイ（コマイ）、カジカ、シャコ、カワハギ、キュウリ、チカ、アキアジ（サケ）、イカ、マス、ホッ

ケ、タラ、柳の舞、・・・。海釣りの醍醐味と新鮮な魚の美味しさを十分堪能させていただいた。

　会社に戻ってからは、家族をつれて、近場では福島県の相馬、いわき、宮城県の仙台、女川、田代島、

岩手県の宮古、山田町、山形県の鶴岡、酒田・・・。車にキャンプやバーベキューの道具も積んで毎月出

かけた。北海道と東北では、魚種や仕掛けがそんなに変わらなかったのも良かった。家族連れであっ

たため、防波堤や車が駐車できる場所での釣りが多く、大きな魚は釣れなかったが、今考えると、釣り

を通して家族とコミュニケーションをとれたことが何よりも良かったと思う。お蔭様で親子の断絶

もなく、今でも娘達には仲良くしてもらっている。

　仕事の都合で、福島から東京に引っ越したばかりの夏休みに伊豆大島へ遊びに行った時、朝早起き

業にこれまでご協力いただいてきた横浜市総合保健医療センター 有山良一先生、国際医療福祉大学大学

院 渡辺俊介教授、神奈川県立健康福祉大学 坂巻弘之教授にも駆けつけていただきました。

　加えて、業界団体からも多数のご出席をいただくなど、総勢241 名のご参加を得て、和やかな雰囲気の

もと、高田浩樹副会長による中締めを経てお開きとなりました。

2. 新年賀詞交換会
　引き続き新年賀詞交換会を開催いたしました。冒頭、澤井光郎会長の挨拶に続き、「ジェネリック医薬品

の将来を考える会」会長の衆議院議員 上川陽子先生、厚生労働省医政局経済課 林俊宏課長、日本薬剤師会 

山本信夫会長よりご来賓祝辞をいただきました。

　その後、ご臨席の国会議員の先生方やご来賓の方々にもご登壇いただき、日本製薬団体連合会 宮島俊彦

理事長のご発声で乾杯が行われ、来場者の歓談が始まりました。

　歓談の途中には、「ジェネリック医薬品の将来を考える会」顧問の逢沢一郎先生、副会長の北村誠吾先生、

副会長のとかしきなおみ先生、幹事長の藤井基之先生、幹事の冨岡勉先生、事務局長の山田美樹先生、事務

局次長の大隈和英先生、事務局次長の本田あきこ先生よりお言葉をいただきました。また、同会幹事の江島

潔先生、幹事の石﨑徹先生、幹事の三宅伸吾先生にもご臨席を賜りました。

　さらにご来賓として、厚生労働省より医薬・生活衛生局の樽見英樹局長、MEJ（Medical Excellence 

JAPAN）の近藤達也理事長、PMDAの藤原康弘理事長を含む多くの行政や関係団体の方々や、当協会の事
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して下の娘と宿の近くの防波堤でアジを釣った時のことは、忘れられない思い出である。福島から東

京の学校に転校してなかなか新しい環境に馴染めず、暗い顔をしていた娘が見せた久しぶりの満面

の笑み、その時から少しずつ元気になっていったかな。

　最近は、娘達は就職、結婚し、私も忙しくなり体力もなくなったせいかめっきり釣りに行く機会が

減ってしまった。今は、年に数回、八王子上恩方にあるマス釣場へ行って、家族でニジマス釣りを楽し

んでいる。もちろん、バーベキュー付。運動もしないでこんな生活をしていては、痩せるはずがない。

ただ、娘達が釣りの楽しさを覚えてくれて、一緒に行ってくれることが楽しみである。

　“ 一日愉しみたければ酒を飲むこと 一年愉しみたければ結婚すること 一生愉しみたければ釣り

を覚えること”という中国の故事があるが、北海道で覚えた釣りは、私にとって、家族とのコミュニ

ケーション場でありストレス発散の場であり、一生愉しめる趣味である。今年は、孫を連れて釣りに

行こうと考えている。
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